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� じ め に 

 

ÿ 所報~趣旨 

  こ~所報�1令和ÿ年度に開所ÿ０周年を迎えた国立岩手}青少

年交流~家ÿテンパークĀ|実ýwvい»事業を広く一般に紹介y

»xx²に1将来~Ó考xy»た±1本ý設w実ýwた教育事業x

そ~内容1掲載さ¼た記事ÿタイトル~�Ā1ý設利用実績等を掲載

w~wた2 

 

Ā 肖像権等~取扱い 

  本所報に掲載さ¼vい»写真�1ý設~広報に使用y»目的w刊

行物等に掲載y»こx|あ»íを1各事業~実ý要項等にvÓ加者

にあら{x±通知wvい»²~wy2 

 

 

 

 

令和Ā年Ā月 

 

独立行政法人国立青少年教育振興機構  

国立岩手}青少年交流~家  
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ÿ立岩手山青少~交流~家 開所 50周~記ÿ式典報^書 

 

Ā �x±{ 

ÿ立岩手山青少~交流~家� 10月 21日ÿ土Ā{開所 50周~記ÿ式典を挙行いたw~wた2当日�1

ÿ来賓~方々を�x±1w元関係者やＯＢûＯＧ~皆様{ÿ列席賜º1盛�{式典を開催w}~wたs

xを1心¸ºÿ礼申w上r~y2 

50周~~節目を終えたsxw1k~ 50~1100~{向qvõたz一歩を踏�出ysx|w}た~w

�zい{x考えvzº~y2職員一同1さ¹{|鑽を重}1健全z青少~~²r~た±{貢�w}»¸

う{x気cちを強くwたxsろwy2 

Îß²1経済環境や社_環境|急速{変化w1青少~を取º巻く環境{t}~wv²~y~y予測ö

÷zf代{zsvいくx}い~y2y~¸うzf代{あsv²1変えv�いqzい²~や�切{wたい

²~をws{ºx考えz|¹1変化{�柔ß{適応w1自¹~社_的z存在価tを高±1常{社_やw

ß~た±{貢�w}»存在wあº続qたいx考えvzº~y2 

Îßx²皆様方~ÿg導1ÿo援賜º~y¸う心¸ºz願い申w上r~y2 

 

令和 6~ 3月 9日     

ÿ立岩手山青少~交流~家 

所 長  宮 西 嘉 樹 

    

ā 記ÿ式典 

日 fÿ令和 5~ 10月 21日ÿ土Ā13ÿ30～14ÿ30 

  _ 場ÿÿ立岩手山青少~交流~家 ûール 

  k �ÿ 

ÿÿĀ伝統芸能パフォーþン¹ÿ岩崎鬼剣�¹ýーô少~団Ā 

ÿĀĀ開式~辞 

   ÿāĀÿ歌斉唱 

   ÿĂĀ式辞 ÿ立岩手山青少~交流~家 所長 宮西 嘉樹 

   ÿăĀ挨拶 ÿ立青少~教²o興機構 理事長 古川 和 

   ÿĄĀ祝辞 

         文部科学�臣 盛山 正Ï  

ÿ代理ÿ文部科学省総合教²�策局長 望月 禎Ā 

岩手県÷事 達増 ó也   

滝î市長 ou 哲  

ÿąĀ来賓紹Ï 

   ÿĆĀ祝ÿ披露 

   ÿćĀ青少~代表メóセー¸ 

岩手�学 Ă~ õ延 あz�ÿ法þüランテ³²Ā 

   ÿĈĀ閉式~辞 
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Ă 当日~様子 

 

伝統芸能パフォーþン¹ 

岩崎鬼剣�¹ýーô少~団 

 

式辞 

宮西所長 

 

挨拶 

古川理事長 

 
祝辞 

文部科学�臣代理  

望月総合教²�策局長 

 
祝辞 

達増岩手県÷事 

 

祝辞 

ou滝î市長 

 

青少~代表メóセー¸ 

õ延法þüランテ³² 

 

式典_場~様子 
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令和５年度教育事業一覧 

 

事 業 ] 期日û場所û対象等 内  容 

öンñü¿û 

üùンö³²養成事業 

0期日1ă月 27日(土)～28日(日)  

0場所1岩手山青]年交流の家 

0対象1青]年教育üùンö³²活動に   

興味関心²もt高校生，大学生， 

社会人 

ûüùンö³²活動の

知識理論 

û野外炊事 

ûü¿ú¸ü·ョンß

習 

öンñü¿ûüùンö³

²自主企画事業 

0期日1ć月 23日(土)～24日(日)  

0場所1岩手山青]年交流の家 

0対象1_学ā～Ą年生   

û法人üùンö³²|

企画û運営 

 

öンñü¿ûüùンö³

²öùó·ュ²ó÷ 

÷ý¸·¿ø 

0期日1ă月～令和Ą年ā月  

0場所1岩手山青]年交流の家 

0対象1法人üùンö³² 

û自主企画事業の立案 

ûüùンö³²¹½û

²ó÷ 

ß践研究û特色化 

防災û減災教育事業 

防災½óン÷ 

0期日1dć月Ā日ÿ土Ā～ā日ÿ日Ā 

    e10月Ć日ÿ日Ā 

0場所1岩手山青]年交流の家 

0対象1_学āûĂ年生  

ûöンø泊 

û野外炊事 

û災害時の自助û共助 

課題²抱え»青]年²支

援y»体験活動事業 

öンñü¿冒険子yも食

堂 

0期日1ć月 16日ÿ土Ā～17日ÿ日Ā 

0場所1岩手山青]年交流の家 

0対象1子yも食堂²利用wvい» 

_学Ă年生～中学生 

ûöンø泊 

û調理ß習 

û釣º体験 

課題²抱え»青]年²支

援y»体験活動事業 

öンñü¿û 

¹þ´û½óン÷ 

0期日111月 3日ÿ金Ā 

0場所1岩手山青]年交流の家 

0対象1_学Ą年生 

 

û人間関係作º 

û共\体験 

 

全国高校生体験活動顕彰

制度 

<地域探究÷ýÀùĀ= 

0期日1Ć月～令和Ą年ÿ月 

0場所1岩手山青]年交流の家 

0対象1県内に在籍wvい»高校生 

 

ûオú¸ンöü·ョン

合宿 

û全国高校生体験活動

顕彰制度 地方¹öü

¸x参加 

地域ぐ»�w<体験の風

²zこそう=運動推進事

業 

親子ビ¾ナüº½óン÷ 

0期日1dĄ月 24日ÿ土Ā～25日

ÿ日Ā 

    eą月Ć日ÿ土Ā～ć日ÿ日Ā 

0場所1岩手山青]年交流の家 

0対象1½óン÷初心者の家族ÿ_学ÿ年

生～_学ā年生~wの子yも²

含�家族Ā  

 

ûöンø泊 

û野外炊事 

û自然体験 

 

地域ぐ»�w<体験の風

²zこそう=運動推進事

業 

親子¶´ンタü½óン÷ 

0期日1令和Ą年ÿ月 20日(土)～21日

ÿ日) 

0場所1岩手山青]年交流の家  

    ÿ石¹½ü場 

0対象1¹½ü初心者の家族ÿ_学ÿ～

Ă年生の子yもxその家族Ā 

 

û¹½ü体験 

ûþ²使sた自然体験

活動 
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事 業 ] 期日û場所û対象等 内  容 

地域ぐ»�w<体験の風

²zこそう=運動推進事

業 

¹ýüô交流合宿 in 

öンñü¿！ 

ðüüüüû編 

0期日112月 16日ÿ土Ā～17日(日)  

0場所1岩手山青]年交流の家 

0対象1ðüüüüû²行svい»女子 

中学生 

ûðüüüüûの練習

²通xたチüĀビû

÷³ンÀ 

û栄養講話 

地域ぐ»�w<体験の風

²zこそう=運動推進事

業 

öンñü¿û 

õ±ÿúü¿ùö 

d�山編 

e薪割編 

fòチòチ！冬あそび編 

g恵ß巻編 

0期日1d5月 13日ÿ土Ā 

e11月Ă日ÿ土Ā 

f令和Ą年ÿ月 13日ÿ土Ā 

g令和Ą年Ā月ā日ÿ土Ā 

0場所1岩手山青]年交流の家 

0対象1幼児û_学生xその家族 

û季節に応xた家族w

の自然体験 

体験活動普及啓~事業 

<ふ»さx岩手x出会う

夏曲º家õ·¹タ= 

 

0期日1ą月 29日ÿ土Ā～30日ÿ日Ā 

0場所1岩手山青]年交流の家 

0対象1_学ÿ年生～_学ā年生²含�

家族  

û創作活動 

û野外炊事ÿ南部せ³

yい等Ā 

体験活動普及啓~事業 

öンñü¿û絵本の森 

 

0期日1夏Ĉą月Ā日ÿ日Ā 

    秋Ĉ10月ą日ÿ土Ā 

0場所1岩手山青]年交流の家 

0対象1幼児～_学校低学生²含�家族 

û絵本専門士によ»読

�聞{せ 

û自然観察等 

体験活動普及啓~事業 

öンñü¿û¸コ½óン

÷ 

 

0期日17月 15日ÿ土Ā～16日ÿ日Ā 

0場所1岩手山青]年交流の家 

0対象1_学āûĂ年生の児童²含�家族 

û~電所見学 

û科学ß験教室 
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開催場所

テンパークボランティア養成事業事業名

開催日

国立岩手山青少年交流の家 45名参加人数

令和5年５月27日（土）～５月28日（日）

事　業　実　施　報　告

[事業の内容]
　ボランティア活動に興味関心をもつ大学生が、講義・演習を通してボランティア活動の基本を学び、活動す
る上で必要な資質や施設を活用するためのスキルを身に付けるため、事業のプログラム構成に当たっては主体
的に取り組める体験プログラムの提供を意識した。
　「ボランティア活動の意義」、「青少年教育」の講師には、ボランティアについての造詣が深く、自身のボ
ランティア経験も豊富な東北学院大学情報学部データサイエンス学科の渡邊圭氏を招聘した。事前に、法人ボ
ランティアを交えたオンラインミーティングを実施し、ボランティアの意見をプログラムの中に反映させた。
講義の初めには、初対面の参加者同士が緊張を解いて講義に臨むことができるようアイスブレイクを行い、主
体的に意見交換をしながら活動できるようにした。
　「青少年教育施設の現状と運営」では、社会教育施設としての役割や独立行政法人国立青少年教育振興機構
として全国の施設とのつながり等について説明した。
　「ボランティア活動の技術」では、野外炊事を通して、野外活動を行うための技術・知識を学び、安全管理
の徹底を意識させるようにした。
　「青少年教育施設におけるボランティア活動」では、制度の仕組みやボランティアを募集する事業について
説明した。プロパー職員からは、ボランティア経験が社会人となりどのように役立っているのか説明した。ま
た、法人ボランティアも活動の説明、アイスブレイクの演習等を行った。
　「安全管理」では、滝沢消防署・滝沢北出張所の職員３名が救急救命法について講義・演習をした。
[成果]
　渡邊氏の講義・演習では参加者同士がグループワークを行い話し合う中で課題解決に向かっていかなければ
ならない場面を多く設けたことにより、主体的、意欲的に取り組む姿が多く見られた。講義の内容はボラン
ティア活動の意義について深く考えることができる構成になっており、今後、参加者がボランティアをしてい
く上での原点となっていくことが期待できる。また、法人ボランティアを含めたオンラインミーティングを事
前に行ったことにより、今年度はKYT（危険予知トレーニング）を取り上げた。参加者からは「考えを共有す
ることで新たな見方を得られた」「子供の目線に立つことが大切だと感じた」との声が寄せられた。
　救急救命法では、滝沢消防署・滝沢北出張所の職員３名に来ていただいたことにより、３グループに分かれ
て心肺蘇生法を反復練習することができ、より実践的な演習となった。
　法人ボランティアに効果的に参画してもらうため、事業の趣旨説明や野外炊事の実地踏査を事前に行った。
班付き活動では的確なアドバイスをするなど参加者一人一人に寄り添いながら活動を補助する様子が見られ
た。また、昨年度の自主企画事業の取組紹介や法人ボランティア企画のアイスブレイクを実施したことによ
り、法人ボランティアとしての活動を体験的に知ってもらうことができた。法人ボランティアの事後アンケー
トにおいても満足度が100％となるなど、今回の事業を通して法人ボランティアの自己有用感を育むことがで
きたと実感することができた。
[課題]
　「安全管理」の救急救命法の講義を滝沢消防署・滝沢北出張所に27日に依頼していたが、日程が変更となり
28日の夜間となってしまった。このため、野外炊事（夕食）が早い時間となってしまった。

状況写真

状　況　報　告
（事業の内容・事業の成果と課題について記載）

滝沢消防署・滝沢北出張所関係機関名

対象 青少年教育ボランティア活動に興味関心をもつ高校生、大学生、社会人等

「講義・演習の様子」

「講義・演習の様子」 「講義・演習の様子」 「野外炊事の様子」

「救急救命法の様子」 「救急救命法の様子」
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事　業　実　施　報　告

[事業の内容]
　１泊２日の日程で「友達づくり（アイスブレイク）」・「野外炊事（ドライカレー）」・「ナイトハイク」・「宝さ
がし」の４つのプログラムを行った。当日までの準備（企画立案・実地踏査）は、ボランティア・ブラッシュアップ・
プロジェクトにおいて行った。
　今年度は、子供たちにメディア等の情報に頼りすぎず、体験や自分の体で感じることの大切さを意識させるような内
容を各プログラムに盛り込んだ。野外炊事では、ドライカレーのレシピを自分たちで作りそのレシピを基に実際に調理
した。ナイトハイクでは、暗闇の自然の中で動物や虫の鳴き声を聞くこと、臭いを感じることを意識させた。宝さがし
では、地図を読み取り、また前日の活動の振り返りをヒントとして宝を探し、見つけた宝を使ってフォトフレームを作
成した。
　参加した子供たちが楽しく安全に過ごすことができるように、子供たち５～６人の各班にボランティア２～３名ずつ
配置するとともに、統括リーダー・全体補助がフォローできる体制とした。また、ミーティングを行うことでボラン
ティア同士がコミュニケーションを深め、子供たちとの関わり方や活動の安全管理について互いに情報共有しながら事
業を進めた。
[成果]
・事業後の参加者アンケートでは、事業全体に関する満足度について、100％の参加者から「満足」「やや満足」の評
価を得ることができた。
・感想では、「初めてテンちゃんキャンプに参加したけど、いろいろなことを学んで楽しくできたのでまた来たい」
「最初は知っている人が一人もいなかったから緊張していたけれど、みんな話しかけてくれてとても嬉しかった」「こ
のテンちゃんキャンプで友達も増えて活動も楽しかったし、いろいろな体験ができた」「また友達に会いたいし、ボラ
ンティアにも会いたい」などの声が寄せられた。子供たちにとって心に残る事業になるとともに、ボランティアが参加
者に寄り添い事業を支えていたことを改めて感じさせられた。
・ボランティアの振り返りにおいても、「子供たちと打ちとけあい、安全に活動ができた」「みんなの企画が一つとな
り最高の企画となった」「子供たちときちんと向き合い、良いことや悪いことを誠実に伝えた結果、心を開いてくれ
た」「子供たちの成長を感じることができた」「自分自身も成長することができる事業であった」など事業の成功を感
じている意見が多くあった。
・全日程を通して大きなけがや事故がなく無事に終えることができた。ボランティアが連携を取り合い、子どもたちを
上手に支援したため事業全体がいい雰囲気のものであった。また、「ドライカレーでは、みんなで情報を伝えあって協
力して作るのが楽しかった」「動物のおしっこのにおいを初めて嗅いでとても臭かった」「夜の自然の中に入り楽し
かった」「宝さがしでは探すのも楽しかったし、みんなでクイズに答えるのが楽しかった」との感想があり、ボラン
ティアがプログラムに盛り込んだ体験も効果的であったと考えられる。
[課題]
・事業実施日までにボランティア・ブラッシュアップ・プロジェクトを計画的に実施し準備を進める予定であったが、
各プログラム担当の事前打ち合わせがうまくいかず、企画書の提出が遅れた。みんなが集まる機会（ボランティア・ブ
ラッシュアップ・プロジェクト）に、より有効に話し合いや実地踏査を行うため、全体で話し合うべきことを精査する
必要がある。

状況写真

状　況　報　告
（事業の内容・事業の成果と課題について記載）

関係機関名

対象 盛岡市、滝沢市、八幡平市、雫石町の小学校３～６年生

開催場所

テンちゃんキャンプ（ボランティア自主企画事業）事業名

開催日

国立岩手山青少年交流の家 58人参加人数

令和５年９月23日(土)～９月24日(日)

「宝探し」

「友達づくり」 「野外炊事・ドライカレー」 「ナイトハイク」

「集めた宝で、フォトフレームづくり」 「集合写真」
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開催日

国立岩手山青少年交流~家
キóン÷aĂ19名
キóン÷bĂ14名

参加人数

キóン÷aĂ令和ă年āoĀ日ÿ土Ā～ā日ÿ日Ā
キóン÷bĂ令和ă年10oĀ日ÿ日Ā

事0業0実0施0報0告

0本事業�1防災û減災体験学習型~防災キóン÷²実施し1自然体験活動~中w自¹~衣食住²営³�º1
コÿュニÁüションワü¿ショッ÷w他者x{{わ»sx²通しv1自¹~w}»sx�自Vw実行し1難し
いsx�互い{補いあうsx~Ý要性{気uくsxw1防災~基本xz»<自V~命�自Vw守»=<z互い
{助q\う=xいう<自助=<共助=~意識²育�sx²目的{実施し�2併せv1令和ÿ年度²目途{本事
業~÷ロÀラĀや評価方法²ò÷ル化し1青少年教育施設や関係団体{普及す»��1事業Õ容や評価手法~
öラッシュ²ッ÷²図s�2
0キóン÷aw�1ÿ日目�自助²öüþ{ソロöンø設営やÞ外炊事²し1班wタü÷設営²行s�2Ā日
目�共助²öüþ{Þ外炊事やコÿュニÁüションワü¿ショッ÷²実施し�2活動~最後{T自w防災û減
災行動計画²立案し1キóン÷b~w{実施す»¸う{し�2~�1キóン÷bw�1防災û減災行動計画~
取組状況~Àルü÷Õw~発表会1全体共p²行s�2午後�1多様性{tいv~学び²深�»��1z年寄
ºや妊婦zy個別~配慮|必要z人々²想定し�避難誘^体験²実施し�2
0本事業~成果xしv�1自助û共助意識~向上²目指し�÷ロÀラĀ{関しv1昨年度~w~取組²さ¹{
精査す»sx|w}�点|挙r¹¼»2本事業w�自助û共助~意識~高~º{焦点化す»��1キóン÷²
Ā度実施す»xx�{1Þ外活動�qwzく1コÿュニÁüションワü¿ショッ÷や防災û減災行動計画~作
成zy~活動�実施し�2そ~結果1地震zy~個別~災害{zq»具体的z対策�qwzく1災害{対す»
基本能力û態度ÿ＝備えĀ{対す»意識~向上|見¹¼�2¸sv1ā年間実施しv}�Õ容|事業目的{対
し適Wwあ»x考え»sx|w}�2
0ボランö³²~育成{tいv�1事前研修²日帰ºw行い1本事業~目的や子供{対しv~接し方1実際~
活動等~確認²行うsxw1事業当日1Ö滑{活動²進�»sx|w}�2評価方法{tいv�普及²前提{
ò÷ル化²図»��1¸º簡便wºw�使用w}»方法²用い1実証²積�Ý}»sx|w}�2Î年度�1
防災û減災行動計画~立案1行動計画{基uいv活動し気付い�sx~記述{¸»質的評価x1質問紙²用い
v防災û減災{関す»行動~程度|事業前後wy~程度変化し�{²捉え»ß的調査~両方²行s�2定性的
z評価x定ß的z評価~相関関係²見い�し1数値²用い�難易度~高いV析²行うsxzく1行動計画や気
付}~記述等²V析す»sx|事業~教育効果²正確{t簡便{測定w}»方法wあ»x位置付q¹¼»¸
う1Î後�ýþしv実施しV析²積�Ý}vい}�い2~�1防災キóン÷~応募数²増やす��{1Î年度
~取組~様子や成果等²紹Ïす»工夫²しvいく必要|あ»2

状況写真

状0況0報0告
ÿ事業~Õ容û事業~成果xº題{tいv記載Ā

東京都立大学1岩手県1滝沢市1宮古市1NPO法人古館~�uくº~会関係機関名

対象 盛岡市û滝沢市在住~_学校āûĂ年生

開催場所

防災キóン÷事業名

自助²öüþxし�öンø設営 共助²öüþxし�Þ外炊事 コÿュニÁüションＷＳ

実施状況~共p 避難誘^体験キóン÷a後~行動計画作º
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事0業0実0施0報0^

4事業~内容5
 0ssv1作sv1いわv~秋²食y尽�そう！²テーþ{ÿ泊Ā日~中w1炭|化物~摂º方²学び1調理
実習す»食育÷ýÀラĀ²企画し�2栄養û{¹~講ûxg^²受�v焼}芋・}º�³}鍋²共\w調理し
�2~�1釣s�魚²自¹捌�体験²通しv1}²い��いvい»sx²実感²�sv学³�2~�1家{
帰sv{¹Ý現w}»調理xしv1簡単z{~ºu�º²実施し�2
0冒険要素xしv1テント泊²設定し1各自創作し�LED¸ェûラン÷²灯しv夜²過tし�2u¹{1夜~活
×xしv星空観察²講�g^~�xw実施し1_�v~体験{子y����感×²味わうsx|w}�2
4成果5
・対象~齢²絞s�sxwüベû²合せやす�1冒険要素�増やすsx|w}�2_~テント泊{�挑fす»
sx|w}�2
・子y�食Z²運営す»Āt法人~協力²得v1周知x募集²担sv�}1o援²必要xす»家庭{周知す»
sx|w}�2~�1連携施設職員{帯\しvい��い�sxw1当施設²_�v利用す»Ó加者|1安心し
vÓ加す»sx|w}�2連携施設職員�テント泊・調理zy{加わº1子y���~成÷²見取»sx|w
}�2
・前~þアンÁートx企画評価委員会~意見²取º入¼�６t~活×~すyv|<満足=<やや満足=~¯定
的評価100%xzs�2特{釣º・魚捌}体験{tいv�1<満足=100％x高い評価xzs�2}²い���実
感²cs�子���1真剣{実習{臨�sx|w}�2
・企画評価委員会w提案い��い�<自分一人w�作¼»āニュー=xしv1<簡単z{~ºu�º=²取º
入¼�2子y���{¹<s¼{¹活{しv��いsx=~中{<す�家w�t�¼»=<s¼{¹料理{活
{し�い=x自信{tz|s�sx|わ{s�2
4課題5
・実施f期²10月{¹９月{変更し�|1直前~wñ中症~発生|続い�状況w1急遽経口補|液1塩分タö
üット1ÿ¹ト~設置1テント内g風�zy複数~ñ中症対策²準備しv実施し�2¿ーラー~zい施設~環
境²�慮す»x1元~10月{変更す»sx~検討x併せv1ñ中症対策²強化・ú立す»必要|あ»2
・直前{熊出没~情報|続}1Ā日目~朝警備員|熊x遭遇し�2緊急w宿直{追加~熊払い²実施しv�¹
い1安全²ú認しv野外活×²開Ûし�2天候~都合w館内テント泊{切º替えvい���1計画変更�g_
限{xy�»sx|w}�2し{し1屋外テント泊x~希望�多�1施設xしv獣対策・出没f~ÿ難誘^z
y対応²準備しvい�必要|あ»2
・連携団体{ā~連続w協力²い��}1企画評価委員会~委員xしv助言²い��}z|¹事業²遂行しv
}�2子y�食Z²開üす»個人や有ß団体�県内{�複数あ»|1企画・運営{Ó画い���»�模~団体
�決しv多�zい現状wあ»2連携先~負担{z¹zい協力~在º方²検討す»必要|あ»2

状況写真

状0況0報0^
ÿ事業~内容・事業~成果x課題{tいv�載Ā

９月16日ÿ_Ā10:00～９月17日ÿ日Ā13:30開üf間令Ü5~９月16日ÿ_Ā～９月17日ÿ日Ā

認定特定ß営利活×法人イン¿ûいわv0特定ß営利活×法人いzほ関係�関]

Ó加学校]等 連携�関{¹ë薦u¼�子y�食Z²利用しvい»_学Ă~生～中学生

開ü場b

テンパー¿冒険子y�食Z事業]

開ü日

ÿ立岩手}青]~交流~家 20人Ó加人数

<簡単お{~りu�り=

<LEDジェルランタンu�り= <テントwジェルランタン²灯しv= <}りた³ぽ²作ろう=

<み³zw作っv食べ尽�そ<養魚場w釣り体験=
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食物の収穫体験1調理体験を通して食への興味・関心を高±»とと²に1バランスのと¼た食事に

ついて考え»機会とします2 

 

 

 

 

 

îÜĀ年度 国立岩k}青]年交流~家 教育Ï業  

～獲って、作って、いわての秋を食べ尽くそう！～ 

 

野外炊事 

魚捌き体験 

■日 時 ９月 16日ÿ土Ā～９月 17日ÿ日Ā 
■場 b 岩k}青]年交流~家ûÌ徳養魚場 

■主 催 国立岩k}青]年交流~家 

■協 力 ÿ岡^       

認定特定非営利活動法人 ´ン¿ûいわv 

特定非営利活動法人 いzほ 

■対 象 ´ン¿ûいわv~��いzほ{¹推薦さ¼� 

_学ÿ年�～o学� 25名 

■送 迎 ÿ岡駅西口Ā¹駐車場{¹送迎Ā¹運Ì 

■Ó加費 無料ÿ保険料û宿泊費û活動材料費含�Ā 

■申し込� 申し込�õ¹ームw各子y�食堂へ申し込���さい2 

      締め切り ９月Āÿ日ÿ金ĀĀ７：ÿÿまで 

釣り体験 

テント泊に挑戦！ 
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事　業　実　施　報　告

〔事業の内容〕
　本事業は、中１ギャップの未然防止のため、他者と関わる活動を通して人間関係を構築する契機とすることを目的と
して実施した。
　午前中は、まずアイスブレイクによりボランティアを含め全員の和やかな雰囲気づくりを行った。その後のアドベン
チャープログラムでも、パイプラインや浮島渡り、ジャイアントシーソーなどにみんなで挑戦し、参加者の関係づくり
を行った。ある程度参加者同士の関係ができたところで野外炊事に取り組んだ。文化の日の開催にちなんで世界の食文
化に触れ、班ごとにダッチオーブンを使って、パエリアやベイクドアップル、焼き芋づくりを行った。
　みんなで昼食にパエリアを食べた後、当施設の石像彫刻をめぐるスタンプラリーをオリジナルルールで行った。ボラ
ンティアをハンター役（鬼）とし、参加者はハンターに捕まらないよう逃げながら、協力して与えられたミッションを
解いた。活動後、おやつの時間として完成したベイクドアップルと焼き芋を迎えに来た家族と一緒に食べた。
〔成果〕
・アドベンチャープログラムでは、何度も失敗を繰り返したが、お互いに励まし合う言葉や行動が見られた。最後に全
員で目標が達成できたことで参加者がまとまり、大いに盛り上がることができた。
・ダッチオーブンを使ったパエリアづくりでは、材料を切る係や火をつける係など、うまく分担して協力しながら作る
ことができた。パエリアは見た目も華やかで、しかもとてもおいしく出来上がったので全員が大満足だった。
・「ハンター出現！スタンプラリー」では、ボランティアがハンター（鬼）役を全力で行ってくれたので、参加者も思
いきり体を動かすことができた。当施設の石像をめぐってヒントを集めたり、トランシーバーを使って参加者同士で連
絡を取り合えるようにしたり、ルールを工夫したことで子供たちも夢中になり楽しむ姿が見られた。
・事業後のアンケートでは、事業全体に関する満足度について「満足」「やや満足」の合計が100％であった。「アド
ベンチャープログラム」「ダッチオーブンでキャンプ飯」「ハンター出現スタンプラリー」のそれぞれの活動に関して
は、全員が「満足」と回答した。また、「友達と仲良くできたか」の設問については、「できた」「だいたいできた」
の割合が100％、「新しい友達ができた」「友達づくりへの自信を持つことができた」の設問についても、91.7％で
あった。自由記述においても「これを生かして中学校でも友達をつくろうと思いました」「友達ができるか不安だった
けれどすぐに輪になじめてよかったです」などの記載があり、事業の目標を達成することができたと考える。
〔課題〕
・当初の計画では、夏休み明けの８月下旬に１泊２日、対象が滝沢市内の小学６年生に限定されていたこともあって
か、参加者が定員を大きく下回った。対象を滝沢市外にも広げたことで参加者が増えたが、次年度も広報の仕方や実施
時期を検討して参加者を集めたい。
・日帰りということで日程が窮屈であった。参加者からも「もっとやりたかった」との感想があったので、次年度はゆ
とりを持ったスケジュールになるよう考えていきたい。

状況写真

状　況　報　告
（事業の内容・事業の成果と課題について記載）

滝沢市教育委員会(後援)　滝沢市内及び周辺市町小学校関係機関名

対象 小学６年生

開催場所

テンパーク・スマイルキャンプ事業名

開催日

国立岩手山青少年交流の家 12名参加人数

令和5年11月3日（金・祝）

「アドベンチャープログラム」「アイスブレイク」

「昼食 パエリア」 「ベイクドアップル作り」

「ダッチオーブンで調理」

「ハンター出現！スタンプラリー」
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スマイûûキャン÷ 

 

ĀĀ月３日ÿ金û祝日Ā 

テンパü¿ 

�³zx仲良�z»�め~スマイûキャン÷wす2 

ûアドベンÁャüû÷ロÀùム{挑戦 û世界~食文化体験 ÀッÁオüöンwキャン÷飯！ 

ûハン¿ü出現！ス¿ン÷ùúüÿ石像²め�»冒険Ā 

場所û主催/国立岩手山青]年交流~家  

後援/滝沢市教育委員会 

※詳細�裏面²お読���さい2 

 

申込締切：Āÿ月Āÿ日ÿ火Ā 正午 

※中学校入学後~人間関係構築~契機xす»�め1_学６年生²対象xしvおº~す2 

対   象：_学６年生 
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